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Ⅱ 鈴鹿市の現状認識                            

 

「持続可能な行政経営」を実現させるための課題を抽出するためには，ま

ず本市の現状認識を行います。 

なお，現状認識に当たっては，総合計画及び２０１４（平成２６）年１０

月に作成した「鈴鹿市の経営環境診断」のデータ及び分析結果を用います。 

 

 １ 人口推移及び今後の予測 

本市では，２００９（平成２１）年１月をピークに，人口減少が既に始

まっています。また，将来推計人口では，２０４０（平成５２）年に，総

人口が，現在よりも約１．３万人減少し，１９万人を下回ると予測されて

います。 

今後，人口構造も大きく変化し，２０４０（平成５２）年には，６５歳

以上の老年人口が約１．８万人増加する一方で，１５歳から６４歳までの

生産年齢人口は約２．３万人，１５歳未満の年少人口は約０．８万人，そ

れぞれ減少するなど，少子高齢化の影響が本格的に現れると予測されてい

ます。 
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 ２ 財政状況 

２００８（平成２０）年のリーマンショック以降，株価の回復や景況感

の改善など，明るい兆しが見られるものの，本市では，本格的な景気の回

復を実感するにはいまだ至っていません。 

市税は依然として低い水準で推移しており，今後の人口減少に伴い，生

産年齢人口の減少や，経済活動の縮小などが予測されることから，将来的

には，財源の確保が更に困難になるものと考えられます。 

このように厳しい財政状況が続くと見込まれる中で，多様化する行政サ

ービスの需要に対して，限られた財源を有効に活用するためには，これま

で以上に計画的な財政運営が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鈴鹿市総合計画 2023 

0

100

200

300

400

500

600

700

歳入の推移

その他

地方債

諸収入

県支出金

国庫支出金

分担金負担金，使用料手数料

地方交付税

地方譲与税等

地方税

（億円）



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

市税の推移

都市計画税

入湯税

鉱産税，特別土地保有税

市たばこ税

軽自動車税

固定資産税

市民税法人

市民税個人

285
293 297

312

337 332

292 290 284 281 283

出典：鈴鹿市総合計画 2023 

0

10000000

20000000

30000000

40000000

50000000

60000000

70000000 性質別経費の推移
災害復旧事業

普通建設事業

投資出資貸付

金

積立金

繰出金

補助費等

維持補修費

物件費

公債費

扶助費

人件費

出典：鈴鹿市の経営環境診断 

2002  2003   2004  2005  2006  2007  2008  2009   2010  2011  2012   2013  

（億円） 

700 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

（億円） 

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 



7 

 

  （１）歳出増加の主要因① 老年人口の増加に伴う社会保障費の

増大 
 

人口構造の変化に伴い，本市の高齢化率は，２０年後の２０３５（平

成４７）年には市全体で３０％を超え，２０４０（平成５２）年の時

点においても増加し続けると予測されています。 

老年人口は，２０１４（平成２６）年９月末の約４．５万人から， 

２０４０（平成５２）年には約６．３万人となることが見込まれ，医

療，介護，福祉などの社会保障費が増加し続けると予測されています。 
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  （２）歳出増加の主要因② 一斉に更新時期を迎える公共建築物

やインフラ 
 

学校や文化施設，体育施設など，本市の公共建築物の多くは，昭和

５０年代頃の高度成長期に建設されたものであり，建築後３０年を経

過していることから，今後，短期的に更新時期が集中することが予想

されます。 

また，道路や橋りょう，上下水道，公園などのインフラについても

同様であり，老朽化対策のための費用が必要となってきます。 
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 ３ 職員定数の推移 

正規職員数は，１９９６（平成８）年以降，約２０年間減少傾向を示し

ており，２０１３（平成２５）年度時点で人口１，０００人当たりの職員

数が，全国平均６．９６人，三重県平均７．６５人に対し，本市は６．２

２人と全国及び三重県平均と比較すると低い数値となっています。 

そのような中，２０１５（平成２７）年度前後には，退職者数の第１次

ピークを，２０２８（平成４０）年度前後に第２次ピークを迎えることと

なるため，人的資源の減少に伴う行政サービスの質や安定性などの低下が

懸念されます。 
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